

































































































































































































































































































































































































































































































































（２）　折口　1995a; 1995b; 1995c; 1995d; 1995e
（３）　この「犬神」については拙稿参照〔酒井2014〕。
（４）　高知県の犬神を意味する民俗語彙として一般的なものであり、「犬神の血統」を意味しているとの解釈が多
いが、「犬神党」と表記する場合も見られる。
（５）　もっとも、【資料10】が『憑きもの持ち迷信』を参考としたのか、偶然の類似の産物なのかは判別出来ない
ため、断言は避け可能性の提示に留める。
（６）　単純に市史の執筆者が差出書の存在を知らず、住民の逃散を生活の困窮に帰した可能性も考えられる。
135憑きもの筋に関する文献資料の情報発信源としての意義と特徴
（７）　酒井　2013; 2014
（８）　坂東は『狗神』、『鬼神の狂乱』で「狗神」の表記を用いているため、引用となる部分では作中の表記に従っ
た。なお、モデルとなった近世文書「豊永郷竒怪略記」では「犬神」の表記も度々用いられている。
（９）　なお、「妖怪鵺の体を分割したものが流れ着いた結果生まれた」のは、上述の通り坊之宮家の先祖であり、
この妖怪に蚤のように付属してきた狗神の発祥について厳密には不明である。
（10）　「豊永郷竒怪略記」の翻刻は多数存在するが、主な違いは漢字の表記違いや補った句点の有無であるため、
本稿では『土佐國群書類従』の翻刻を用いた。
（11）　モデルとなった「豊永郷竒怪略記」でも、憑依された村人達は阿波の古狸と自称しているが、村境で憑依
状態が途切れる等狸の仕業と考えるには辻褄の合わない点がある、としており、原因の究明はなされていない。
（12）　なお、筆者が2011年からフィールドとしてきた黒潮町（旧大方町）の公民館報にも、「犬神」にまつわる４
記事が登場しており、修士論文でその内容分析を行った。
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